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　はじめに

　近年，わが国では「リケジョ」（理系女子）という
言葉が使われるようになり，伝統的に女性の割合が低
いとされてきた自然科学系領域，いわゆる理系を専攻
する女性への関心が高まっている。欧米では，Sci-
ence,�Technology,�Engineering,�and�Mathematics�の
各領域の頭文字から「STEM」と表され，これまでに
STEM領域の女性研究者に関する研究が行われてきた。
　平成 26 年度のわが国の女性研究者の割合は，全て
の専門領域をあわせて依然として 14.6％にとどまって
おり，先進国の中でも最低水準である（平成 27 年度
版男女共同参画白書�2015）。また，わが国では女性研
究者のおよそ 6 割が大学または大学に関連する研究機
関等に所属しており，民間企業に所属する女性研究者
の割合（約 3 割）を大きく上回っている。対照的に，
男性研究者は民間企業に所属する割合が 6 割以上であ
る。大学等に所属する女性研究者の割合を専門領域別
にみると，理学で 13.8％，工学では 9.8％となってい
る（平成 27 年度版男女共同参画白書�2015）。
　自然科学系領域において，出産や育児等を機に女性
が研究職としてのキャリアから次第に離れていく現象
は「パイプラインの漏れ（Leaky�pipeline）」と表さ
れ（Blickenstaff�2005），STEM 領域で女性研究者が
増加しない要因のひとつとされている。2012 年に男
女共同参画学協会連絡会が実施した調査の結果，女性
研究者が少ない理由として，出産・育児等の家庭役割
と研究の両立が困難であることが最も多く挙げられて
いる（「第三回科学技術系専門職の男女共同参画実態
調査」男女共同参画学協会連絡会 2013）。また，民間
企業に所属する女性研究開発技術者を対象にした調
査では，ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調
和）がとれているという認識は，彼女らのキャリア継
続意識を高めることが示されている（藤本・篠原
2015）。このような研究と生活の両立の難しさを考慮

し，近年，大学などを中心に女性研究者への支援が進
められている。
　本稿では大学に所属する子どもをもつ自然科学系
の女性研究者の仕事に対する意識について調査した
Kmec�（2013）による論文を紹介する。

　アカデミアにおける自然科学系領域の特徴

　Kmec�（2013）によると，自らの仕事においてどの
程度懸命に働くことが求められているかという労働者
の認識は，その仕事の文化・風土を示しているという。
STEM 領域の研究現場では，長時間労働，研究への
没頭，育児等の家族に関連する事がらによる研究の中
断が最小限であること等に象徴される，いわゆる男性
的な働き方をすることが「理想」とされてきた。
　このような領域において，とくに子どもをもつ女性
研究者は，仕事・研究と家庭生活のバランスに強いプ
レッシャーを感じていることが指摘されている（Fox,�
Fonseca�and�Bao�2011）。

　データと方法

　この論文は，アメリカ北西部に位置する，研究に重
点を置いた大規模な公立大学に所属する約 300 人のテ
ニュア・トラックの研究者を調査対象とし，性別，子
どもの有無，専門領域（STEM 領域，STEM 以外の
領域）と仕事に関する意識の関連性を検証した。
　従属変数は「私の仕事は非常に懸命に働くことが求
められる。」という項目に対する賛成・反対の度合い
であり，選択肢は①非常に反対，②反対，③賛成，④
非常に賛成であった。従属変数の性質から，分析には
順序ロジスティック回帰モデルが用いられた。
　主な独立変数は，性別，子どもの有無，専門領域で
あり，調査対象者は（1）子どもをもつ STEM 女性研
究者（基準カテゴリー），（2）子どもをもつ STEM 男
性研究者，（3）子どもをもたない STEM 女性研究者，

（4）子どもをもたない STEM 男性研究者，（5）子ども
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をもつ STEM 以外の女性研究者，（6）子どもをもつ
STEM 以外の男性研究者，（7）子どもをもたない
STEM 以外の女性研究者，（8）子どもをもたない
STEM 以外の男性研究者に分類された。
　コントロール変数として，現在の大学での就業継続
年数，職位，配偶者の有無，同居する未就学児の有無，
仕事の負荷に対する意識，週あたりに研究・教育・サー
ビスの 3 領域のそれぞれに費やす時間，家事・育児時
間等が用いられた。

　結果と解釈

　はじめに，従属変数である「私の仕事は非常に懸命
に働くことが求められる。」という項目に対する回答
の平均値の比較を行ったところ，子どもをもつ
STEM 女性研究者のスコアとくらべて，子どもをも
つ STEM 以外の女性，子どもをもつ STEM および
STEM 以外の領域の男性，子どもをもたない STEM
以外の男性のスコアは統計的に有意に低かった。
　続いて，順序ロジスティック回帰分析の結果，すべ
てのコントロール変数の効果を統制した上で，子ども
をもつ STEM 女性研究者にくらべて，子どもをもつ
STEM 以外の女性，子どもをもつ STEM 男性，子ど
もをもつ STEM 以外の男性は，非常に懸命に働くこ
とが求められるという意識が統計的に低い傾向がみら
れた。すなわち，母親である STEM 女性研究者は，
上記のグループの研究者よりも懸命に働かなくてはな
らないと強く感じていることがわかった。
　著者は，母親である STEM 研究者と父親であるあ
らゆる領域の男性研究者との仕事に対する意識の差
異について，雇用主が父親と母親である労働者に対し
て異なる意識をもつ傾向にあり，父親であることが仕
事へのコミットメントの象徴であるため，男性は懸命
に働いてそれを「証明する」必要がないと感じている
のではないかと述べている。
　一方，母親である STEM 女性研究者と，同じく母
親である STEM 以外の女性研究者における仕事に対
する意識の差異については，長時間労働が日常的であ
り，研究に没頭し，家族に関連する事がらによって研
究活動が中断されることがないこと，等の STEM 領
域で理想の働き方とされてきた男性的な文化との関連
を指摘している。子どもをもつ STEM 女性研究者は，
周囲から認められるためには，男性的でない感情を表
さず，専門領域において常に自分の能力を証明し，結

果を出し続けなければならないと感じているのではな
いか。そのことが，非常に懸命に働かなくてはならな
いという彼女らの強い意識につながっているのではな
いかと考察している。また，仕事に対する意識の男女
差の解釈として，調査への回答のバイアスの可能性も
否定できないとしている。

　おわりに

　本論文は，男性的な労働文化が残る自然科学系の研
究現場において，子どもをもつ女性研究者が仕事に対
して強いプレッシャーを感じていることを示した。著
者は，STEM 領域の「脱男性化」のために，研究者
個人としての達成から，学部等のグループとしての達
成に対する評価へ移行することや，男女ともに，不採
択となった競争的外部資金や論文を報告するなど，研
究上の失敗を公表できる風土を醸成することなどを提
案している。あわせて，すべての研究者があらゆる支
援や公正な評価を受ける対象となることが必要だとし
ている。
　本論文に用いられたデータは，調査対象の大学が 1
校のみであるという弱点があるものの，テニュア・ト
ラックの自然科学系女性研究者の仕事に対する意識
に関する重要な知見を与えるものである。自然科学系
の研究者がキャリアにおいて経験する課題をさまざま
な視点から明らかにし，適切な支援をすることは，女
性研究者のパイプラインからの漏れを最小限にとどめ
ることにつながると考えられる。
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